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定時制工業高校における地理教材の開発




















































































































































で働いていることに もよ った。 教材づくりの視点 が



























































(要約) ・環境保全と都市整備を考える ・都市整備の視点は何か ・過去の教XIに立ち返る
ことにふれる
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ター, 1984 年) PP.62-69
②田中真吾編著：『六甲山の地理』（神戸新聞出版セ
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日本住宅会議，20 号, 1990･10 PP.  52-55
⑩早川和男：「土地と住まいの思想」（情報セッター，


















































































































































































































































































































































































→＜展開＞→＜ まとめ＞ と授業を進め，その中にく 事
実認識＞→＜疑問＞→＜仮説＞→＜検証＞の科学的思
考力を育てたい。
本稿ではこの論理的な枠組が極めて脆弱であり，授
業 の構図を理論的 一実証的に示すことは今後の課題と
したいが，教材づくりで留意・尊重すべきことは授業
後の生徒の「わかった」という一言ではないかと思う。
